


1.共同研究 

慢性心疾患児においても,健康増進と体力増進を考えなければならないことは明らかであ

るが,従来はややもすれば日常生活においてこの視点からのとらえ方がおろそかにされて

いた。 

本研究班においては,慢性心疾患を有する小児について,体力をつけるためにはいかに運動

させるべきか,運動許可基準を確立することを一つの目標として発足した。 

共通課題として,心疾患児においては,どのような運動負荷を行ってその反応を評価を行う

べきかという研究を行ったが,研究者の結論は Bruce の変法によるのが最も適当であろう

ということになった。 

今後この方法により症例を増し,病型毎の基準を作成してゆくことが必要と考えられる。 

もう一つの心疾患児の心理面の研究については,心理テストの方法が確立しておらず,今年

度は多少の試みがなされたことにとどまった。この点については,小児慢性疾患臓器系研究

班全体の共通テーマとしてとらえて,心理面の評価法の統一をまって実施する予定である。 


